
































完了が 6月中旬,そして 7月 1日に治療開始する.【装
置】 治療装置は Elekta Synergyで, VMATを含む






















患者動向を検討した.【方 法】 2009年 4月―12月の
患者背景を調査した.【結 果】 総面談患者数 137名,
エントリー患者数 118名,不可 13名,保留 6名,実入院
患者数 96名,患者平均年齢は 68歳,在院日数は最長 132
日, 最短 1日, 中央値は 14日であった. 疾患別では肺癌




































て, 8施設 9装置 16ビームについて吸収線量の基本的な
管理項目 (校正点吸収線量,吸収線量の多少によるMU
感度の変化,照射野を変化させた場合の吸収線量) の実
測による確認を行った.研究当初 2002年度からの累積
測定施設数は 140施設 (のべ)となった.
校正点吸収線量については,すべてのビームで 3％以
内となったが, 1ビームについて 2％を超える相違が検
出された.相違の原因は特定できなかったが,温度,気圧
の測定は正常に行われており,数値表の再確認および,
横方向からの校正によって測定深の設定誤差の可能性が
疑われた.吸収線量の多少については,校正点と同等の
結果となった.
照射野の変化については, 1施設 1ビームについて,
5％を超える相違が検出された.手計算によるMU値算
出用テーブルの数値が実際のビームを反映していないの
が原因で,通常治療でMU値算出に使用している治療計
画装置の数値データおよび算出MU値には問題は無
かった.
このように第三者による品質管理状況の確認は,施設
内で実施している品質管理が正しく実行されているかど
うか確認するために重要である. 2004年度には群馬県内
の放射線治療施設 3施設の訪問調査が実施されている
が,このような測定・調査は継続的に行っていく必要が
ある.
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